


画回E] E]回E ]回画固回画画画画

漁具 と農具 か らみる

先人 の くらし

八
角

形

の
建
物

は
､

法
隆
寺

夢
殿 
(奈
良 
)

を
模
し
て
'
一
九
三
三

年
に
元
内
務
大
臣
の

安
達
謙
蔵
氏
が
建
設

し
カ
も
の
で
す
｡

八
聖

殿

㊥

八

聖
像

中

に
は 
'
聖
徳
太
子 
'

弘
法
大
師
､親
驚
､
日
蓮
､

釈
迦

､礼
子

､
ソ
ク
ラ

テ
ス
､
キ

リ
ス
ト

の
世

界
の 
8
聖
人
の
彫
像

が

飾

ら
れ
て

い
ま
す 
D 

誹

農
村
の 
-
ら
し


横浜市内の内陸部は､ 業を

の横浜市内は､漁業が盛 中心としたくらしを営んできました｡

んなところでした｡ 谷戸が広がる景観のなかで､

海岸線はほとんどが砂浜 水田では米を作り､畑では左や

や磯で､海上には漁をする鮒が 雑穀をはじめ､さまざまな野菜を

行き交い､砂浜には船や綱が r -されていました.祭りの 作りました｡綿の実から糸を取っ
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には御輿が海に担ぎこまれ､遠浅の掛 ま海苔作りや て布を織り､普段の弟物を仕立El
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埋め立てが行われる前

綿糸つくり
海水浴に絶好の場を捉供してくれました｡ここでは てたり､現金収入を得るために

海を舞台に営まれていたくらしの姿を､柑介します. カイコを育てたりと､農業といってもその生業はとても
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